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1.身体拘束最小化に関する基本的な考え方

身体拘束は患者の自由を制限することであり、尊厳ある生活を阻むものです。当院では

患者の尊厳と主体性を尊重し、拘束を安易に正当化することなく、従業員一人ひとりが

拘束による身体的・精神的弊害を理解し、朽葉廃止にl卸ナた意識を持ち、緊急やむを得

ない場合を除き身体拘束をしない降魔・看護の提供に努めます。

2.基本方針

(1)身体拘束の原則禁止

当院は、患者または他の患者等の生命または身体を保護するために緊急やむを得ない

場合を除き身体拘束の実施を禁止する。

この指針でいう身体拘束は、抑制帯等患者の身体又は衣服に触れる何らかの用具を使

用して一時的に当該悪者の身体を拘束し、その運動を抑制する行動の制限をいう。

(2)緊急やむを得ず身体拘束を行う場合

① 緊急やむを得ず身体拘束を行う要件

患者または他の患者等の生命または身体を保護するための措置として、緊急やむ

を得ず身体拘束を行う場合は、次の「3要件」をすべて満たした場合に限り、必

要最低限の身体拘束を行うことができる。

「切迫性」 :患者本人または他の患者の生命又は身体が危険にさらされる可能性

があり緊急性が著しく高いこと。

「非代替性」 :身体拘束を行う以外に切迫性を除く方法がないことく、

「臆・時僅」 :身体拘束が必要最低限の期間であること。

② 緊急やむを得ず身体拘束を行う場合の説明と同憲

土語「3要件」については医師・看継師を含む多職種で検討し、医師が指示し、

患者・家族等への説明と同意を得て行うことを原則とする。

⑧ 身体拘束を行う場合は、当院の「身体拘束最小化のためのマニュアル」に準じる。


